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1は じめ に

近年、金融の国際的な結 びつ きが緊密化 し、ECの 通貨統合が 目前に控 える中で、世界

各国で通貨制度 に関する関心 と議論が高 ま りつつある。わが国 において も 「金融の国際化」

や 「金融 の自由化」 が叫ばれ、金融制度改革の論議が盛 んになって久 しい。 こうした流れ

の中でフ リー ・バ ンキ ングす なわち自由で競争的な発券銀行制度 に対す る関心 も高 まって

いる%こ の説が もちだ された背景 には、貨幣の減価 を阻止 しえない管理通貨制度 にたい

す る根強 い批判があるといえるが、 とくに強いインパ ク トを与 えたのがハイエ クの 『貨幣

発行 自由化論2)』において示 された主張であった。その骨子は、政府 による貨幣発行の独

占を廃止 し、複数の民間銀行の 自由競争 による発行制度 を確立するべ きである、 というも

のである3)。

経済諸組織やその運営 において自由の価値 を重視す るか、あ るいはそれに制限を加える

ための管理や統制 を強調す るのか とい う問題 は、ある種の原理的な立場 の違い を表わ して

お り、首尾一貫 した経済理論や思想では通常 こう した立場がその理論内容や構成 と融合 さ

れて展開 されている。経済分野 のひとつである通貨や金融 の領域 において も、かか る原理

的な立場 の相違 と対立 は、あるときは表面 に現われ、ある ときは伏流 した形 をとって存在

して きた といえよう。また、たとえ経済 における自由の価値 を認めて もそれ をいかなる領

域 にまで妥当 とす るかにはつ いてはさまざまな見解が存在 して きたのであ る4)。

この論文は、19世 紀初頭 のイングラン ドにおいて通貨諸改革案の ひとつ として現 われた

フ リー ・バ ンキングの主張 を銀行学派 との関連 でと りあげ、そこで用 いられている 自由や

競争 などの概念が当時の通貨や信用の発展段 階や理論 とどの ような関係 にあ り、 どのよう

な展 開の方向を示唆 していたかについてひ とつ の考察 を試みた ものであ る。

Hフ リー ・トレー ドの理 念 の通貨 へ の適用

金融制度の ひとつのあ り方 としてフ リー ・バ ンキ ングが広 く興味 を惹いた時期 は過去 に

おいて幾度か存在 して きた。 しか し、イングラン ド銀行 を雛型 とす る今 日の ような中央銀

行制度が19世 紀後半か ら20世 紀 にかけて世界的 に定着す るとともに、銀行制度に根本的な
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検 討 を加 え る とい う動 きは長 くみ られ なか った。 と くに英 国 に おい て は イ ング ラ ン ド銀 行

に対 して比 較 的早 くか ら事 実 上 の認知 が 進 ん だた め、 中央 銀行 の単 一準備 制 度 そ の もの を

問題 とす る よ うな原 理 的 な点 に まで遡 及 す る論 議 は19世 紀 の 半 ば頃 には影 をひそ め た%

そ れ に先 立 つ19世 紀 の初 頭 は 、 イ ング ラ ン ドで フ リー ・トレー ド運動 が最 も高揚 をみせ

た時期 で あ った。 この運 動 の 高 ま りと、銀行 停 止期 間中 の通 貨 の状 態 や周期 的 に発 生 した

激 しい信 用恐 慌 に対 す る議 論 の高 ま りが相 互 に 関連 し合 って、 この フ リー ・ トレー ドの 原

理 を通 貨 制度 の 分野 にお いて も適 用 しよ う とす る議 論 が 一定 の 影響 力 を もちは じめ た。 と

くに1820年 代 の後半 か ら1830年 代 の初頭 にか け て は、1833年 に控 え た イ ング ラ ン ド銀 行 の

特 許状 の更新 の是非 と通貨 制 度 の改 革 をめ ぐって さ ま ざまな議 論 が うち だ され て いた。 ブ

リー ・バ ンキ ングの主 張 は この フ リー ・トレー ド運動 を支持 した 人 々の 一部 の 間 に存 在 し

て い た。 そ の代 表 的 な 人物 の ひ と りが サ ー ・ヘ ン リー ・パ ー ネ ル(SirHenryParne11)で

あ っ た6)。か れ は1833年 に失 効 す る イ ン グ ラ ン ド銀行 特 許 状 の 更新 の適 否 を検 討 す るため

に1832年 に設 け られた委 員 会 にお い て、 た だ ひ と りフ リー ・バ ンキ ング制 を支持 して 、 イ

ン グラ ン ド銀 行 の特 許状 の更新 に反対 したη。

け れ ど もこ こで 、経 済 的 な原則 と して フ リー ・ トレー ドを支持 す る者 が必 ず しも通 貨 に

お け る フ リー ・トレー ドを支持 す る とは限 らない とい う興味 深 い例 が稀 で はな い事 実 に触

れ る こ とが で きる。 トゥ ック は、1820年 に有名 な 「フ リー ・トレー ドに関 す る商 人 の請願

書(PetitionoftheMerchantsofLondon,infavourofFreeTrade)」 を起 草 し、 フ リー ・ト

レー ド運 動 の先 頭 に立 った。 しか し、か れ は 『物価 史』の 中で次 の よ うに述べ て 、フ リー ・

バ ンキ ング に対 して は否定 的 な態 度 を明 らか に して い る。 「私 は ここで 、 国家 と して の疑

い な い権 利 と して、発 券 銀 行 は当 然調 整 の対 象 にな る とい う原則 を、想定 して い る。 と き

ど き主張 され る よう な意 味 にお け る フ リー ・バ ンキ ングにつ い て、 私 は 『銀 行 業 にお け る

フ リー ・ トレー ドとは、詐 欺 にお け るフ リー ・トレー ドと同義 で あ る』 と述 べ たア メ リカ

の 一新 聞 の筆 者 と、意 見 を同 じ くす る8)」。

トゥ ック は この運 動 を引 き継 ぐ形 で 、1821年 には リ カー ド、 マ ルサ ス、J.ミ ル等 と と

もに 「経 済 学 クラブ(PoliticalEconomyClub)」 の設 立 に参 画 した。 この 「経 済 学 クラブ」

の 活動 の 目的 は、経 済 学(politicaleconomy)な らび に フ リー ・トレー ドの原 理 の普 及 を

目的 と して いた 。そ の メ ンバ ー の中 に は後 に通 貨学 派 に属 す るマ カロ ック、 ロイ ド、 パ ー

マ ー や トレ ンズ大佐 も含 まれ 、パ ー ネル も1821年6月25日 に加 入 を認 め られ てい る。 そ し

て 、 クラブ 内で も会員 の 間で フ リー ・バ ンキ ング をめ ぐって議論 が行 な われ た。

ク ラブで は この 問題 に限 らず 、通 貨 問題 が議 論 の テ ーマ に しば しば採 り上 げ られ た。 藤

塚 教授 の分析 に よ る と、経 済 学 ク ラブ にお け る通 貨 問題 の議 論 は1821か ら1846年 にか けて

35回 行 な われ 、232の 議題 中の14%を 占 めて い る9}。パ ー ネル は フ リー ・バ ンキ ングに 関連

す る問 題提 起 を1826年 と1832年 の 二度 にわ た って行 な ってい る。彼 自身 が提 起 したテ ーマ
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とそ れ に密接 に関 わ りのあ る テ ーマ の うちか らい くつ か を挙 げ て み よ う1ω。

SirH.パ ー ネル 「適 切 な通 貨 は、 銀 行 業 務 をあ らゆ る立 法 の 干 渉 か ら完 全 に 自 由 にす

る こ とに よ って保 証 され るの で はな いか」(1826年2月6日 提 出、1827年2月5日 討 論)

J.R.マ カロ ック 「一切 の立 法 的障 害 が取 り除 か れ るな ら、要 求 払 い の銀 行券 を発行 す

る二 つ 以上 の 銀行 をロ ン ドンに設立 す る こ とは公衆 の利益 に な るか」(1829年5月4日)

SirH.パ ー ネル 「6人 以 上 のパ ー トナ ー か らな る ロ ン ドンの銀 行 に銀 行 券 の 発 行 を禁

ず る規則 は適切 で ある か」(1832年3月1日>

S.J.ロ イ ド 「政府 が 鋳 貨 の代 りに紙 幣発 行 の独 占権 を もつ こ とは適 切 か 、 も し適 切 で

な い とすれ ばい か な る制 限 の下 に この権 限 を他 の機 関 に委 ね るべ きか」(1832年5月3日)

M.リ カー ド 「国立 発 券銀 行 の設 立 はわが 国 に とって有益 で な いか」(1832年5月3日)

[提案 者 名 な し]「 発 行者 の利 害 が 、免 換 券 の調 整 の十 分 な保 証 た りうるか」(1837年3

月2日)

[提案 者 名 な し]「 紙 幣 の発 行 を単 一期 間 に限 る こ とは有 益 か、 そ の機 関 は政 府 機 関た

るべ きか」(1837年3月2日)

W.ク レイ 「株式 銀 行 の構成 にたい す る立 法 の干 渉 を規 整 す る原則 は何 か」(1838年2月

1日)

ク ラブで 討議 され た 内容 の正 式 な記 録 は ほ とん ど残 されて い な いた め 、パ ー ネ ルのふ た

つ の 報告 の 内容 とそ れ をめ ぐる議論 の詳細 につ い て は議事 録 よ り知 る こ とはで きないが 、

『経 済学 ク ラブ1821-1920』 の第6巻 に収 め られ たJ .L.マ レ ッ トの 日記(1823、1830～

1837年)に は クラ ブ内で の議 論 の模 様 につ いて 興味 深 い記 述 が な され て い る。パ ー ネルの

銀 行 制度 に関 す る最初 の報告 が 行 な われ た 日に関 す る記述 は残 念 なが ら掲 載 されて い な い

が 、1831年 ユ月13日 の 日記 に は次 の よ うな叙 述 が み られ る。 「[昨 日]イ ング ラ ン ド銀行 の

特 許 上 の満期 の問 題 と公 債 に関 して政 府 が従 うべ き諸 原則 の問題 が 、 これ らの 会合(大 蔵

大 臣 オル ソ ープ卿 邸 で の会 食)の ひ とつ で討 論 され 、 トゥックが私 に話 した と ころに よ る

と、彼 らは フ リー ・トレー ドの原 理が 銀 行業 に は安 全 に適 用 す るこ とがで きな い こ と、公

債 はあ る程 度 の制 限 と抑 止 が絶 対 に必 要 だ とい う こ と、 で大 蔵 大 臣 を大 い に満足 させ た こ

と、 そ して 反対 の意 見 であ ったサ ー ・ヘ ン リー ・パ ー ネル は全 くの少 数派 だ った、 とい う

こ とで あ る1D」。

パ ーネ ルが銀 行 制度 に関連 す る二度 目の報 告 を した1832年 の3月1日 の模様 につ い て翌

日の 日記 は次 の よ うに述べ て い る。 「こ の 日[昨 日]の 論題 は、 イ ン グラ ン ド銀 行 に ロ ン

ドンにお け る独 占 を維 持 す る こ とを認 め る こ との適 否 に関す る もので あ った。 そ れ はパ ー

ネ ルの提 起 した 問題 で あ る。 これ を違 った形 で これ まで も数 回提 出 した こ とが あ り、 そ し

て その いつ もの強 情 な意 見 を もって 、相 変 らず 議 論 を受 け入 れ ず 、紙 幣 の発 行 に フ リー ・

トレー ドの 原理 を もちこ もう と した。 昨 夜 は彼 は全 く孤 立 した。 これで彼 もこの 問題 を再
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び提 出す る元気 が な くな った だ ろ う と私 は期待 して い る。 フ リー ・トレー ドの原 理が 、紙

幣 の 発行 と適切 な関連 を もつ とも、 これ に有効 に適用 され うる と も、考 え る人 は誰 もい な
ヘ ヘ へ ぬ ヘ ヘ へ

か っ た。 そ れで は結局 何 ら確 定 した価 値 基準(standardofvalue)な しに貨 幣 を鋳 造 す る

こ とに な るか らで あ る12)」。 マ レ ッ トは ひ きつ づ き、マ カ ロ ック と トゥ ックが パ ー ネル に

反 対 の 立場 か ら発言 を した こ と、 トレ ンズ は一種 の国立 銀 行(GovernmentBank)に 賛成

した こ と、 イ ング ラ ン ド銀 行総 裁 のパ ーマ ーが イ ング ラ ン ド銀行 が 優 れ てい る と述 べ た こ

とを記 して い る。

この ほか パ ー ネル に よる報 告が 行 な われ な か った会 合 で も しば しば 関連 す る議論 が 行 な

われ て い る。1832年6月7日 の会 合 で は5月3日 に引 き続 いて銀 行 制度 の問題 が採 り上 げ

られ 、 マ レ ッ トは翌 日の 日記 に次 の よ うに書 いて い る。 「この[昨 日採 り上 げ られ た]議

題 は前 回 の 会合[5月3日 の例 会]で 討 論 され たが 、重 要 な問題 で あ り、 また ち ょうど今

下 院 の委 員 会で討 議 され て い る問 題 で もあ るので 、 これ を もう一 度 採 り上 げ る こ とが 決定

され た もので あ る。 そ れ は、 わが 国 の政 府 が鋳 貨 の代 りに紙 幣 を発 行す る独 占権 をそ の手

に保 持 す る とい うこ とは 、適切 で あ るか ど うか 、 そ して 、 も し適 切 で ない とす れ ば、 い か

なる制 限 の下 にそ の権 限 を他 の機 関 な い し諸 機 関 に許 与す べ きか、 とい う もの で あ った。

前 回 にお け る結 論 は、 政府 が そ の権 限 を もつ べ きで ない こ と、 そ して政 府 はそ の権 限 を、

現在 の イ ング ラ ン ド銀行 特 許状 の制 限 の範 囲 内で 、 ひ とつ の特 別 の機 関 に許 与 すべ きで あ

り、 それ 以外 の機 関 に許与 すべ きで は ない 、 とい うこ とだ った ようで あ るが 、 しか しこの

制 限 につ い て は、大 き く意 見 が分 か れ る よ うに思 わ れた。 出席 した 人 々の多 数 は 、 イ ング

ラ ン ド銀行 が 割 引 の方 法 に よ ってそ の銀 行券 の発行 を続 け るべ きで あ る とい う考 えの よう

で あ った が 、そ の他 の トゥ ック、 ロイ ド、 ペ ニ ン トンの よ うな 人達 は 、同行 は政府 証券 の

売 買以 外 の貨 幣取 引 をすべ きで ない とい う意 見 で あ った。 したが って問 題 は、手 形 を割 引

し預 金 を受 け入 れ る イ ング ラ ン ド銀行 の よ うな商業 機 関 か、 あ るい は 、委任 を受 けそ の銀
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

行券 の額 に見 合 う鋳 貨 と政府 証 券 を常 に保 有す るひ とつ の紙 幣造 幣 局 か、 の選択 にあ る よ

うに思 わ れ た'3)」。

1832年7月5日 の会合 にパ ー ネ ルは欠 席 を して い るが 、 出席 した会員 の 間で や は り銀 行

制 度が 信 用 との 関 わ りで論 議 にな った こ とが 翌 日の 日記 に記 述 されて い る。 「銀 行 と通貨

の 問題 が また続 け られ 、率 直 な討 議 が行 なわ れ た。 とい うの は、パ ーマ ー氏 もシーニ ア も

また ヴ ィジ ター と して 出席 した シ ドニ ー ・ス ミス師 も、一 国 の繁 栄 は、紙 幣 と銀 行業 に よっ

て 与 え られ る信 用 の容 易 さ との お陰 に よる もの だ、 と主張 した か らで あ る。彼 らは さ らに
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

進 んで 、紙 券 通貨 の 発行 を もって資 本 の創 造(creationofcapita1)だ と さえ称 した ほ どで

あ り、 シ ドニ ー ・ス ミスは地 方諸 銀 行 の もつ道 徳 的影 響 につ い て 産 業 を刺激 し活動 と

よ き精 神 をふ るい起 こす 、等 々一一 語 った。 これ ほ ど間違 った もの の言 い方 は、 とて も考

え る こ とが で きない。 なぜ な ら、地 方諸 銀 行 に よ って与 え られ る信 用 の便宜 は、 ひ と りの
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勤勉 な人の代 りに十人の投機家 を作 り、産業界 と農業界に熱病 的な人工的 な刺激 を与 えた

のであって、その結果 はお よそ有益 とは縁遠い ものであったと、私 は考 えるか らである。

この点 は トゥックその他の人々に よって強 く主張 された……。 それか ら、紙 幣の発行 に

よって資本が創造 されるとす る考 えについて、マカロ ックが これを最大の軽蔑 をもって論
　も ヘ ヘ ヘ へ 　も ヘ ヘ へ

じ、 こ の よ うな見解 の誤 りを明 白 に した。 …… しか し紙 券通 貨 に よる繁 栄(papercurren-

cyprosperity)と い うこ う した考 え方 は、広 くゆ きわ た り、 また諸 新 聞 に よ って も大 い に

助長 され て い る。彼 らは、彼 らが 旧 ピ ッ ト体制 の一部 と考 え てい る イ ングラ ン ド銀 行 に対

す る急 進 的 な反対 感 情 か ら、紙 券 に お い て もフ リー ・トレー ドを求 め つ つ あ り、 しか も

ウ ォーバ ー トン、サ ー ・ヘ ンリー ・パ ー ネル 、 ア ッ トウ ッ ド氏 の よ うな 、影 響力 もあ り才

能 もあ る多 くの 人 に よ って支持 され て い るので あ る… …14)」。

こ の マ レ ッ トの 日記 は、記 録 と して は必 ず しも正 確 とは い え ない か も しれ な いが 、 ブ

リー ・バ ンキ ングの主 張 が 「経 済学 クラブ」 の 参加 者 の 間で どの よ うに受 け と られ 、 どの

ような議 論 を引 き起 こ した か を率 直 に記 して い る。 と くに その 主張 が 、通 貨 の発 行 とだ け

で な く銀 行 が供 与 す る信 用 との関 わ りで 、 と くに 「資 本 の創 造」 の 試 み と関連 した形 で提

起 され て いた こ とが興 味 を惹 く。次 に、 パ ー ネルが 展 開 した議 論 の概 要 をみ てみ よ う。

皿 パ ー ネ ルの フ リ ー ・バ ンキ ン グ論

サ ー ・ヘ ン リー ・パ ー ネル はそ の フ リー ・バ ンキ ング につ い ての 主張 を 『紙 幣 、銀 行 業

お よび商業 の過 剰取 引 につ いて の見 解 下 院委 員 会 での ス コ ッ トラ ン ド銀 行 制度 に関 す

る説 明が な され た証 言部 分 を含 む15)』と題 す る著作 にお いて展 開 して い る。 彼 が この 文書

を出版 した時 期 は、 ち ょうど彼 が 経 済学 ク ラブで フ リー ・バ ンキ ングの 議論 を提 起 した時

期 とほぼ一 致 す る。 彼 は1832年 に もマ カ ロ ックへ の 反論 とい う形 で イ ングラ ン ド銀 行 の特

権 を批 判す るパ ンフ レ ッ ト16)を出版 して い る。

パ ー ネ ル は紙幣(papermoney)と して党 換 銀 行 券 の み な らず 為 替 手形 や約 束 手形 を も

含 めて 考 えて お り、 この紙 幣 の流 通 に よって取 引 に もた ら され る貸 付 や手 形 割引 な どの信

用 の便宜 を積極 的 に活用 す る とい う問題 意識 に立 ってい る。 この よ うな立 場 は信 用 手段 と

して の銀 行 券 の役 割 に注 目す る とい う点 で銀 行 学 派 に共 通す る特 徴 を示 して い る とい え よ

う。 彼 はそ の主 要 な根拠 を次 の よ う な ア ダム ・ス ミス の叙 述 に負 って い る。 「銀 行業 の賢

明 な諸活 動 は 、 こ うい う金 ・銀 貨 の大 部 分 の代 りに紙 幣 を代 用 させ る こ とに よって 、 この

国 が そ うい う死 んだ 資財(deadstock)の 大部 分 を活 動 的 で生 産 的 な資 財 に、 つ ま り、 こ

の 国 の ため にな に もの か を生 産 す る資材 に、 切 り換 え る こ と を可 能 にす るの で あ る匡7)」。

彼 の 目的 は、信 用 の拡 大 に よって 同 じ資 本(stock)で よ り大 量 の 商 品 の取 引 を可 能 に し、

よ り多 くの利 潤 と雇 用 を生 み 出す とい う ところ に あ る。 そ して 、紙 幣 の効 用 は信 用 の拡 大

を可 能 にす る点 にあ る、 とい うの で あ る。 「取 引 の主 要 な基礎 は信 用 であ る。 そ して 紙 幣
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の必然的な効果は商業信用の拡張 を促す ことであるので、紙幣の流通が よ り広 く拡大 させ

られれば させ られるほ ど、取引の業務 は増加す るし、生産的な勤労 と国の富 は増大するで

あろ う'8)」。ただ注意 しておかねばな らないのは、彼 のい う通貨 に含 まれてい る銀行券 は

あ くまで金 との見換性 を有 するそれで あって不換 紙幣や政府紙幣 とは異 なること、 した

が って彼 のいう信用 にはかかる紙幣の発行 と関係す る 「国家信用」の要素は一切含 まれて

いないとい うことで ある。

その上で彼 は、当時繰 り返 し生 じた信用恐慌 と経済的困難の原因 を政府 と結 びついたイ

ングラ ン ド銀行の通貨に対す る支配に求め ようと している。彼が恐慌 の発生の原因をどの

ように説明 しているか をみてみ よう。 あらゆる取引 は社会の需要 に応 えて商品 を供給する

ことにあ り、商品の市場価格 は この需要 に対す る供給の割合に依存する。 しか し、需給の

状 態に対す る商人や製造業者の見通 しの誤 り(miscalculations)が 取引 を繁栄の段階か ら

過剰取引の局面へ と至 ら しめ る。その場合に、紙幣の過剰 によって作 り出 された高い諸価

格は短期間であ るにせ よ、商人や製造業者の見込違 いを助長す ることになる。困難の主要

な原因は過剰取引や紙幣の発行その もので はな くて、イングラン ドの銀行制度、す なわち

イ ングラン ド銀行 を競争(rivalship)か ら免れ させ、その権 限や資本において独 占的地位

を承認 してい る銀行制度 とそれ を認めている法にある、 とい うので ある19)。イングラン ド

銀行は紙幣 を過剰に発行 し信用 を極限 にまで膨張 させ た後、流通量 を突然 にかつ急激 に収

縮 させ 、また地方銀行 もそれに対応 してあ らゆる方面への支払 を停止 し、その結果 、商業

恐慌 と崩壊が全国的に波及す るという過程 を繰 り返 して きた。当時のイ ングラ ンド銀行は、

国庫金の出納、公債の管理、政府への前貸等の便宜 を通 じて 「政府の銀行」 としての役割

をいっそ う強めつつあ り、かかる政府 との結びつ きを背景に排他的な特権 と巨大 な資本 を

保持 し、通貨 と商業信用 に対する支配力 をも増 しつつあ った。それは統治権(sovereignty)

にかかわる機能す ら保有 している、 と彼 は強調する。事業 にかかわ っている人々が成功す

るか失敗す るか といった運命がイングラン ド銀行 の理事 たちの意思にかか っている。この

ような状態 はあ らゆる取引の原理、財産の安全の原理 とまった く相容れ ない。かかる取引

に携 わる個人 に対す る権力 ・専制の行使 は取引の 自由と財産の保全 に矛盾す る、 とい うの

である。

彼 はこう した観点 から、フ リー ・バ ンキング制度 を提唱す る。その提案 は次の ような内

容 を骨子 としている。①株式銀行の設立を制限す る法 を撤廃 し、十分な資本 と支払能力を

有 した発券諸銀行の設立 を促進するこ と2°)。② イ ングラ ンド銀行の資本金の削減 ・分割や

政府貸付の分割 を通 じてその独 占的地位 を剥奪す ること。③全ての銀行 が各々の銀行券の

全発行量に対 して十分な保証 を行な うこと。④小額紙幣 の発行の許可等 によって紙幣流通

の促進す ること2')。

彼 の案の基本的な論点は、十分 な資本 と支払能力 を有 した発券銀行間の自由競争 はそれ
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らの間での相互チ ェ ック として働 き、安定的 な価値 を有す る紙幣の発行 を促す としている

点である。それを保証す る組織 と して重要 な役割 をもた されているのは、スコ ッ トラン ド

の経験 をもとに考案 された銀行相互 間での銀行券交換 のための施設である。 その施設 にお

いて各銀行 は互いに払い込 まれた他行の銀行券 を交換 し、それぞれ差額分 を金で決済す る。

過剰 に銀行券 を発行 した銀行は余分の金 を用意 しなければな らず、 また各銀行が互いに牽

制 し合 うが ゆえに、その発行に歯止めがかけ られるであろ う、 しか も短期間の間隔で決済

が行 なわれれば銀行券 の発券量の動 向は速 やかに察知 され、偏 向は修正 され よう、 という

のが彼 の主張であ る。 ここで、各銀行が結託 した り融通 し合 って銀行券の発行 を拡大 した

場合には相互 のチ ェック機能が停止す るのではなか ろうか、 という疑問が容易 に想起 され

よう。 しか し彼 は、たとえその場合で も銀行券 の金 との見換性 によって、それもひとつで

はな く複数の銀行で即 時 ・無条件の免換が行なわれることによって、金 と等価 の銀行券 を

現在 よ りもよ り安定的に保証 されるであろう、 と述べ る。

当然、彼の反対者のほとん どは彼 の説明に対 し懐疑的であ った。た とえ 「銀行券交換所

(noteexchange)」 の ような施設 を設 けた ところで銀行 間の競争 が互 いの行動 を抑制する

とい う考 えが受 け入 れられることは容易で はなかった。 トゥックは 『物価 史』の第3巻 に

お いて当時提起 されていた銀行制度の諸改革案 をとりあげ、批評 を行なっている22)。その

中でパ ーネルが提案 した もの と同様 の改革案 を同 じ観点か ら批判 し、次 のように述べ てい

る。 「首都 にお ける発券諸銀行が イングラン ド銀行[券]と 並行 してにせ よあ るいはそれ

を排除 して にせ よ彼 らの紙券 の通用 を認め られ る場合、彼 らの競争の結果 は、現在の制度

の下 におけるよりもはるかに深刻な通貨の混乱 とより激 しい利子率の変転が、長い間隔 を

置 くこ とな く続 くとい うこ とになるであ ろう……23)」。 トゥック自身は結局 の ところ現存

する制度 を保持 した まま、銀行券の完全 な党換 の保証 のための運営の改善 をはかる、つ ま

りより多 くの金準備 を確保す るとい う改革案 を支持 している。

IV銀 行 学派 の理 論 とパ ー ネルの フ リー ・バ ンキ ング論

銀行学派の理論 を単純化すれば、需要のない通貨 は流通 しえないとい うように表現す る

ことがで きよう。通貨 は、それ自体 「見えざる手」 に導 かれた市場 の取引の 自発性 に任せ

れば よいわけであ り、その流通量 を管理す る何 らかの機関は不必要 になる。 この観念 を純

化 させていけば、それは通貨の発行 を自由競争 に任せ ると説 くフリー ・バ ンキ ングの議論

と相通 じることになる。 この意味で銀行学派のメンバーか らフ リー ・バ ンキ ングの支持者

が多 く出現 したとい うことは決 して偶然で はない24)。さらに付 け加えれば、両者 は市場取

引の 自律性 ・自発性 を信認す るフリー ・トレー ドの思想 とも親近性 を有す ることも容易 に

指摘 しうるであろう。

しか しなが ら、 トゥックや フラー トンをは じめとする銀行学派 に して も、パーネルの フ
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リー ・バ ンキ ングの議論 にして も、通貨 に関 して 自由に任せ る領域 は無制限的であるわけ

で はない。 トゥックの場合 はそれを 「制 限の原理」 として表現 している。それは銀行券の

金 との見換性であ り、それによって貨幣の 「価値基準」が維持 されるのである。彼 によれ

ばかか る 「制 限の原理」が機能 している限 りにおいて、「紙券 および信用[の 量]を 通貨

に見換 され うる額の範囲内に終局的 に制限する」 ことがで きるのである。 この意味で銀行

券の金 との免換の保証が、通貨 と信用 に対する最終的な 「制限の原理」 としてあるのであ

る。

したが って、為替手形 や銀行 の約束手形 としての銀行券などの信用貨幣に して も、それ

らが取引 に裏付 けられ市場 の自発性 に規定 されるという性質 を保持するのは、ただそれ ら

が 「価値基準」 と確実 に結合 されていることが前提 にされていなければならなか った。 し

たがって、パ ーネルのように銀行券の流通 を複数の発券銀行の競争に任せることは、多元

的で変動す る価値 の導入を容認す る試 み、す なわち 「基準」 としての価値 を崩壊 させる試

みで しかなか った。 それは競争 か ら断固 として遠 ざけるべ きもので あった。「この ような

銀行業 における行動の 自由に対す る権利の要求 は、極力反対 されるであろう。この要求 は、

生産 における競争の自由の要求 と同様の根拠 をもつ ものでは決 してない。公共的立場 か ら

は、この ような競争の 自由の要求 は、そ してこの ような要求のみが、最高の考慮 に値する

のである。 しか し紙券に よる鋳貨の代用物の発行は、生産的産業の一分野ではない。それ

は一般の便宜の観点か ら国家に よる調整の対象 になる事柄であ って、政治の分野に入 るも

のである」、と鉤。

一方
、パーネルの場合は トゥックと同様に銀行券 と金 との見換性 を前提 としてお り、こ

れが最終的に銀行券の価値 を保証す るもの と想定 されている。 この意味で 「制限の原理」

を承認 している。 しか し、彼の議論の中で より重要 な地位 を与 えられているのは、紙幣の

過剰流通 を調整するために、複数の発券銀行間における競争 とい うシステムが不可欠であ

るとい う点である。彼 は通貨 と信用 に銀行券の金 との党換性のみで は調整 しえない性質が

あることを事実上見 出そ うとしている。それは勤勉 と取引を促進す るため信用通貨 の拡大

をはかる とい う彼の基本的な主張 と密接 に関連 している。

トゥックにとってあるべ き信用の姿 とは、本質的には裏書 きされた為替手形の流通 に典

型的な 「商業信用」 であ った。かかる信用通貨 はただ取引 を仲介す るだけの ものであ り、

たんに流通すべ き鋳貨 に置 き換わってその量 を節約す るにす ぎない。銀行が振 り出す約束

手形である銀行券 も、かかる 「商業信用」 を媒介する信用通貨の範疇 を越 えるべ きもので

はなか った。信用 は銀行が創造するべ きではな く、 もしそれに銀行が手 を貸すならばそれ

は不確実 な裏付 けの上 になされ る不健全 な信用 の供与、 ひいては投機へ の加担 に過 ぎな

かった。信用 は銀行 にとって取引の必要に応 じてただ受動的に供与す るものである。

しか し、パーネルが考 える信用は トゥックが想定する もの とは異 な り、銀行の対応によっ
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ては拡大 しうる ものであった。当時すでに銀行や手形業者が広範 に手形割引、預金や諸証

券 を担保 とした貸付 を行 ない、信用 を能動 的に供与 し、結果 と して信用 の創造に関与 しう

る段階に十分に達 していた。そ して、通貨 または銀行券の流通法則 にこうした 「銀行信用」

の法則が作用 していたことは否定で きない。

通貨学派 は銀行券 を鋳貨のたんなる代理物 として一面的に把握 し、 これ に鋳貨の流通の

法則 をもって通貨の調整 を試み ようとしたのであ り、他方、銀行学派は銀行券を 「商業信

用」の手段 ととらえ、手形流通の法則で もって通貨調整 に臨むべ きであるとしたのである。

これに対 して、パーネルは両者か ら無視 された 「銀行信用」 による 「信用創造」の可能性

を嗅 ぎとり、かか る信用 を活用する とい う目的 を、銀行券 をイングラン ド銀行の強力 な拘

束か ら解放 し、自由な競争 にゆだねることによって達成 しようとしたのである。 もちろん

自由競争の うちに信用の無秩序な拡大 を規制するような自律性が機能す る可能性 をも同時

に期待 しなが らではあるが。 こうした 自由競争 の うちにふたつ の可能性 を見出そ うとした

彼の意図 は 「利潤の原理はつねに信用 を必要な ところまで拡張す るように促 し……競争の

原理 は取引 の過熱や価値 の低下 に至 る ような紙券 の過剰流 通が強 い られ るの を防止す

る26)」と述べ るとき明白に伝 わって くる。

パーネルは上述 したふたつの信用 を明確 に区分す るこ とにも、 ま して理論 的に明確化す

ることにも成功 していない。 しか しその議論は、他の諸国で しば しばみ られたような不換

紙幣によってで はな く、19世 紀のイ ングラ ンドに特有な制度であ る金本位制 の枠 内でそ し

て党換紙幣 を通 じて 「信用創造」 の作用 とその意義 を探 ろうとす る萌芽的な試みを示す も

のであった といえよう。そ して 「銀行信用」 と 「信用創造」 の理論が明示的に示 され るの

は、英 国においてはマ ク レオ ド(HenryDunningMacleod)を 待たねばな らなか ったので

ある。

〔註〕

1)フ リー ・バ ンキ ン グ に 関 連 す る議 論 を扱 っ た ご く最 近 の 文 献 に 次 の よ う な もの が あ る。

LawrenceH.White,Co〃 ψ醗 加 αη4Cκ 舵 ηcッJE∬ の ∫oηF7θ6B伽 々勿gα η4Moη の㌧1989 .

DavidGlasner,F紹 θBαη 勿々gα η4ルZoηθ`αηR⑳7獅,1989.

2)RA.vonHayek,1)6η αあoηα漉α飯)ησ ルゑo〃6ッーTぬ6/17g%〃z6〃'R⑳ ηθ6乙Aη ノ4ηα砂∫∫∫6ゾ"z6丁 加oリ ア

απ(〃)7α6'ゴ66(ゾCoフ㏄%筋 ㍑'C曜7θ π6ゴεs,1stEd.,1976,2ndEd.,1978。

3)ハ イ エ ク は価値 基 準 を商 品 バ ス ケ ッ トに求 め て い る。

4)ハ イエ ク と同 じ自 由主 義 の 立場 に 立 つM.フ リー ドマ ンは次 の よ う に述 べ て い る。 「と りわ

け 困難 な 問題 を引 き起 こす も うひ とつ の経 済 の領 域 は貨 幣 制 度 で あ る。 貨 幣 制 度 に対 す る

政 府 の責 任 は 古 くか ら認 め られ て きた 。 … …経 済 活 動 の 領 域 で、 そ れ に 関 す る政 府 の 行 動

が これ ほ ど一様 に 受 け入 れ られ て きた もの はお そ ら く他 に は な い。 政 府 の 責 任 が か く も習

慣 的 に 、 そ して 今 で は ほ とん ど無 意 識 的 に受 け入 れ られ て い る とい う こ と は、 そ の よ うな

責 任 の根 拠 を十 分 に 理解 す る こ と をそ れ だ け い っ そ う必 要 と させ る」。彼 は貨 幣 制 度 に対 す

る政 府 の 関 与 の 仕 方 、 す な わ ち 「貨 幣 制 度 の枠 組 み の 整 備 」 を 「あ る個 人 に対 す る他 の 個
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5)

6)

7>

8)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

人 の 強 制 を排 除 す る た め の法 と秩 序 の維 持 、 自発 的 に と りか わ され る契 約 の 履 行 の 確 保 、

財 産 権 の 定 義 を明 確 にす る こ と、 そ の よ うな権 利 の 解 釈 と施 行 」 と同列 に並 べ 、 この 領域

か ら経 済 的 自由 を除外 して い る。MiltonFreedman,C¢ ρ〃α傭勉 αη4F名6θ40勉,1962,p.27,熊

谷 尚夫 、西 山千 明 、 白井 孝 昌 訳 『資 本 主 義 と 自由』 マ グ ロ ウ ヒル ブ ック株 式 会社 、1775年 、

31ペ ー ジ を参 照 の こ と。

フ リー ・バ ンキ ングな らび に セ ン トラ ル ・バ ンキ ング に関 す る史 的 考察 につ いて はVeraC.

Smith,丁 加Rα 加 ηα16σCθ η磁!-8α η 伽々81936を 参 照 の こ と。

パ ー ネ ル(1776-1842,LordCongleton)は ウ イ ッグ党 の 自由 主義 的 な派 に属 し、1806年 以

来 国会 議 員 を、 また1810年 に は地 金 委 員 会 の メ ンバ ー を も務 め た 。

「少 な くと も そ の と き完 全 な 自由 貿 易 主 義 者 で あ っ た サ ー ・ヘ ン リー ・パ ー ネ ル

ひ と りを除 い て 、全 て の 委 員 は イ ング ラ ン ド銀 行 の特 許状 が 更 新 され るべ きで あ る とい う

こ とに 同意 した」。 また 、 この と き数 名 の 委 員 が フ リー ・バ ンキ ン グ制 を支 持 し、 その う ち

の 一 人 が 後 に 通 貨 学 派 の 立 場 に 立 っ た ト レ ンズ 大 佐 で あ っ た と さ れ て い る。SirJohn

Clapham,η36Bα 幼(ゾE㎎Zα η4,、4H∫ ∫'o刎1797-1914,p.126,英 国 金 融 史研 究 会訳 『イ ン グ ラ

ン ド銀 行 そ の歴 史』(mダ イ ヤモ ン ド社 、1970年 、136ペ ー ジ を参 照 の こ と。

ThomasTooke,/1H∫s診02ッ σPガ66s,α η4q〆 飾ε、S'伽θ(ゾ 漉εCゴκz記α飯)η,勿1838α η41&99

(ThomasTookeandWilliamNewmarch,A研 ∫彦oη(ゾP7伽s,α η4げ 伽S鰯2(ゾ 伽 α7じぬ 一

'∫o〃,かo窺1793'0185616vols),藤 塚 知 義 訳 『物 価 史』 第3巻 、東 洋経 済新 報 社 、1978年 、

194ペ ー ジ。

藤 塚 知 義 著 『経 済 学 ク ラブー 一 イ ギ リス経 済 学 の 展 開 』 ミネ ル ヴ ァ書 房 、1973年 の69ペ ー

ジを参 照 の こ と。

以上 の報 告 はい ず れ もPoJπ 加JEooηo物 ・α κ6,vol.4,M伽'θs(ゾP"06θ 伽83,1821-1882,Ro〃

げMθ 〃¢∂θ篇 α%4Q%θ 頭oη51万 ∫伽∬64お よ びvo1.6,ル 伽 π'6s(ゾP劣066θ4伽gs,1899-1920,Ro〃(ゾ

ルZ〃めθ73,αη4Qκ 召s'加s、0∫s6%∬6d,1821-1920の 各 日付 の 項 を参 照 の こ と。 な お 「経 済学 ク ラ

ブ」 の 議 事 録 と資料 を ま とめ たPo1耽 α'E60〃o卿CJ%∂1821-1920の リ プ リ ン ト版(日 本 経

済 評 論 社)が1980年 に 出版 され て い る。 また これ らの 議 題 につ い て は、 藤 塚 、 同上 書 にお

い て訳 出 さ れ掲 載 されて い る。

Ibid.,vo1.6,p.220-21,藤 塚 、 同 上書 、166-67ペ ー ジ。

Ibid.,p.231-32,同 上 書 、181-82ペ ー ジ 。

Ibid.,p.237-38,同 上 書 、189-90ペ ー ジ。 この 部 分 の記 述 に引 き続 い て 、次 の よ うな記 述 が

あ る。 「ペ ニ ン トン氏 は、 正 し く次 の こ と を指 摘 した。 す なわ ち、紙 幣 に伴 う最 大 の不 都 合

の ひ とつ は 、通 貨 流 通 の大 部 分 が 紙 幣 に よ って 行 なわ れて い る 国 々で ど うい う原 因 か らに

せ よ通 貨 が 収 縮 す る場 合 そ の 収 縮 が 、 全 部 鋳 貨 だ け に よ って 流 通 が 行 な わ れ て い る場 合 の

通 貨 の収 縮 と、 同 じ法 則 に従 わ な い と い うこ とで あ る 、 と。 後 者 の 場 合 に は そ の影 響 は き

わめ て 限定 され て お り、 均 衡 はす ぐに 回復 さ れ る。 … … とこ ろが 、 紙 券 通 貨 あ る い は混 合

通 貨[紙 券 と金 属 通 貨 との]の 流通 す る国 にお い て は、 紙 券 お よび約 束 手 形 の信 用 を 阻害

す る急 激 な恐慌 そ の他 の事 件 が 、 た ち ま ちそ の 国 に 固有 の通 貨 の 大 部分 を流 通 か ら排 除 し、

した が っ て物 価 の 下 落 は は な はだ し く、 そ して均 衡 は 、貿 易 を通 じて しか 、 お そ ら く世界

の遠 隔 の 諸 地 域[と の 関係]を 通 じて しか 、 回復 され え ない ので あ る」。 これ は通 貨 学 派 の

典 型 的 な議 論 で あ り、 す で にこ の頃 か ら クラ ブ内 で か か る主 張 が な され てい た こ とを示 す。

Ibid.,P.240-41,同 上 書 、192-93ペ ー ジ。 この 部 分 に続 いて 、 マ カ ロ ックが ス コ ッ トラ ン ド

の制 度 の 擁 護 を止 め、 ク ラ ブ内 に は擁 護者 が い な くな った とい う記 述 が あ る。

SirHenryParnell,0うs6πo鹿oπ50η1)oψ θ〆ル10η¢y,βolη々 勿8α η40〃8κ 勉4ゴ㎎,伽01z44勿g漉o∫8

ρ観3σ 伽E磁6ηoθ ㈱ θη わ⑳ 名θ 伽Co〃2〃z鋤 θθqズ 伽Hoπsθ σCo〃 鰍oηs2〃h励 θ勾)1碗 伽

560励 のs'6〃2qプBα η々 ∫η81832.な お 、 目次 は次 の よ うな構 成 に な って い る。 第1節.通 貨
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16)

17)

18)

19)

20)

21>

22)

23>

24)

25)

26)

問題 の現 状 、 第2節.地 方銀 行 、第3節.1825年 の 商 業上 の 困難 の原 因 につ い て 、第4節.

外 国 製 品 にか け る高 関税 の 商業 の停 滞 に与 え る影 響 につ い て 、 第5節.金 属 通 貨 につ いて 、

第6節.紙 幣 につ い て 、 第7節.イ ング ラ ン ド銀 行 につ い て 、 第8節.株 式 会 社 につ いて 、

第9節.紙 幣 が 金属 貨 幣 よ り も大 きい部 分 を 占め る流 通 に対 して トゥ ッ クが 原 因 を求 め る

不 都 合 につ い て 、 第10節.イ ング ラ ン ドの 銀 行 制 度 、 第11節.ス コ ッ トラ ン ドの 銀 行 制 度 、

第12節.ア イ ル ラ ン ドの銀 行 制 度 。

Parnell,AP1α 勿S孟 傭 耀%'(ゾ 伽Po卿 〃 げ 伽B碑 々6ゾEηgJα 癩 αηd伽 σs6髭 勿3鋭 α66げ 髭'

ω励 αR吻 観 渤(ゾ 伽0の θ6♂加s〃 ¢α4θムo伽Sω ム6ぬ助s伽zσB侃 勿々8α 煎 α」?ゆ砂'o伽Hゴ ∫一

ム07加1S々6励qプ 孟舵B伽 々σE%81伽41832な お マ カ ロ ック が 前 年 に 出 した パ ンフ レ ッ トは

工RMacCullock,丑 競o〆加ZS々 θ娩 げ 伽Bα η々 げEηg勿 η4〃 励 αηEκ α勉勿α琵oη(ゾ 腕θQ%θs∫ゴoη

αs如 焼ερ"10π8観 加(ゾ 腕88κc1%5ガηερ卿 漉965(ゾ'勿'E∫ 励 傭h鋭6飢1831で あ る。

AdamSmith,、4η ∫塑痂η 勿'o此6Nσ'π 紹 αη{1Cα πs6sσ 漉θレ陀α1焼(ゾNα'ゴoη5,ed .byEdwin

Cannan,1950,p.304,大 内 兵衛 、松 川 七 郎 訳 『諸 国民 の富(2)』 岩 波文 庫 、1959年 、318-19ペ ー

ジ。

Parne11,0∂sθ7拶 αあoη50ηPの θ7ノレZoη¢ソ,Bα〃々 ゴ〃9α η40zノθ7〃η4ゴη9P.79.

Ibid.,p.21.

ロ ン ドンお よ び そ こ か ら半 径65マ イル 以 内 で の 発 券 銀 行 の営 業 の 禁 止 、6人 以 上 の 共 同 出

資 者 に よ る銀 行 設 立 の禁 止 な どの 制 限 が 加 え られ て い た。 また 、5ポ ン ド未 満 の 小 額 紙 券

の使 用 も制 限 され て いた 。

これ らの改 革 案 の 内容 につ い て はibid .,p.86-90に か けて 説 明 が な されて い る。

Tooke,op.cit.,chap.,4,邦 訳 書 、 第3巻 、 第4章 。 そ こで 検 討 されて い る改 革 案 は 以 下 の と

お りで あ る。① イ ン グ ラ ン ド銀 行 の 発 券 業 務 と預 金 な どの 銀 行 業 務 と を 分離 す る 提 案 。

② 現 存 の 制 度 を保 持 した ま ま、 党 換 停 止 を防止 しう る保 証 を強 化 す る とい う提 案 。③ 金 本

位 制 の 下 で特 許 状 の 更 新 を停 止 し、議 会 が任 命 す る委 員 に よ っ て管 理 され る国 立銀 行 を設

立 す る提 案 。④ 金 本位 制 の 下 で 特 許状 の 更新 を停 止 し、 イ ン グ ラ ン ド銀 行 を含 む複 数 の 株

式 銀 行 が銀 行 券 を競 争 的 に発 行 す る制度 とい う提 案 。 この 他 銀 本位 制 や複 本位 制 、 お よ び

免 換 性 な どの 「制 限 の 原 理」 を もた な い紙 券 通 貨 の制 度 に つ い ての 提 案 に つ い て検 討 して

い る。

Ibid.,p.206-07,同 上 邦 訳 書 、194-95ペ ー ジ。

V.C.ス ミス は次 の よ うな分 類 を行 な って い る。 銀 行 学 派 に属 しな が ら フ リー ・バ ンキ ン

グ の 立 場 に 近 い 者;Parnell,Wilson,MacLeod,CourcelleSeneuil,Coquelin,Chevalier,Coq,

Garnier,Mannequin,Brasseur,Horn,Wagner,Lasker.銀 行 学 派 に属 しな が らセ ン トラ ル ・バ

ンキ ン グの立 場 に近 い者;Tooke,BonamyPrice,Cairnes ,Coullet.な お 、彼 は通 貨 学 派 の 理論

は セ ン トラル ・バ ンキ ン グ と親 近 性 を有 す る と指 摘 し、 同 じ く次 の よ うな分 類 を行 な って

い る。 通 貨 学 派 に属 しな が ら フ リー ・バ ン キ ン グ の 立 場 に 近 い 者;Cernuschi ,Hubner,

Michaelis,Mises.通 貨 学 派 に 属 しな が らセ ン トラ ル ・バ ンキ ン グの 立 場 に近 い 者;MacCu1-

loch,G.W.Norman,Loyd,R.H.Mills,Lavergne,d'Eichtal,Wolowski,Tellkampf,Geyer,

Knies,Neisser.V.C.Smith,op.cit.,p.127を 参 照 の こ と。

Tooke,op.cit.,p.207,前 掲 邦訳 書 、195ペ ー ジ。

Parnell,oP.cit。,P.98.

(平成元年9月1日 脱稿)
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